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（趣旨）

第１条 この規程は，国立大学法人岡山大学管理学則（平成１６年岡大学則第１号）及び岡山大学大学院学則

（平成１６年岡大学則第３号）の規定に基づき，岡山大学大学院環境生命科学研究科（以下「研究科」とい

う。）に関し必要な事項を定めるものとする。

（研究科の目的）

第２条 研究科は，環境生命科学の分野において，総合的，学際的な教育・研究を行い，科学・技術の探究と発

展に資するとともに，豊かな学識と高度な研究能力を備えた人材を養成することを目的とする。

（自己評価）

第３条 研究科は，研究科に係る点検及び評価を行い，その結果を公表する。

２ 前項の結果は，岡山大学（以下「本学」という。）の職員以外の者による検証を受けるよう努めるものとす

る。

（教育研究等の状況の公表）

第４条 研究科は，研究科に係る教育研究及び組織運営の状況について，定期的に公表する。

（組織的研修）

第５条 研究科は，研究科の教員の教育内容及び教育方法の改善を図るため，組織的な研修及び研究を実施する。

（課程）

第６条 研究科の課程は博士課程とし，前期２年の博士課程（以下「博士前期課程」という。）及び後期３年の

博士課程（以下「博士後期課程」という。）に区分し，博士前期課程は，修士課程として取り扱う。

（専攻及び講座）

第７条 博士前期課程に，別表１に掲げるとおり専攻を置く。

２ 博士後期課程に，別表２に掲げるとおり専攻及び講座を置く。

（ベトナム特別コース）

第８条 博士前期課程の各専攻に，本学とベトナム国フエ大学（以下「フエ大学」という。）との間で締結した

「フエ大学と岡山大学との覚書に基づく岡山大学とフエ大学における岡山大学・フエ大学院特別コース協

定」に基づき，本学とフエ大学が共同で行う「岡山大学・フエ大学院特別コース」に係る教育プログラムを

設ける。

２ 前項の教育プログラムは，大学院ベトナム特別コース（以下「ベトナム特別コース」という。）と称する。

（教員組織）

第９条 研究科の教員組織は別に定める。

２ 研究科の授業は教授，准教授，講師又は助教が担当する。

３ 研究科の研究指導は，教授又は准教授が担当するものとする。ただし，必要があると認めるときは，講師に

担当若しくは分担させ，又は助教に分担させることができる。

（研究科長）

第１０条 研究科に，研究科長を置く。

２ 研究科長は，研究科に関する事項を総括する。

３ 研究科長の選考に関し必要な事項は，別に定める。

（副研究科長）

第１１条 研究科に，総務担当，教育担当及び研究担当の副研究科長を置く。

２ 副研究科長は，研究科担当の専任の教授のうちから研究科長が指名し，学長に推薦する。

３ 副研究科長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，指名した研究科長の任期を超えることはできな

い。

４ 副研究科長に関し，必要な事項は別に定める。

（専攻長）

第１２条 研究科の各専攻に専攻長を置く。

２ 専攻長に関し，必要な事項は別に定める。

（副専攻長）

第１３条 研究科の各専攻に，副専攻長を置くことができる。

２ 副専攻長に関し，必要な事項は別に定める。

（教授会）

第１４条 研究科に，岡山大学大学院環境生命科学研究科教授会（以下「教授会」という。）を置く。

２ 教授会に関し必要な事項は別に定める。

（教育課程）

第１５条 研究科は，その教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設するとともに学位論文の作成等

に対する指導（以下「研究指導」という。）の計画を策定し，体系的に教育課程を編成する。



（教育方法）

第１６条 研究科における教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行う。

２ 授業は，講義又は演習で行う。

（教育方法の特例）

第１７条 博士後期課程において教育上特別の必要があると認めるときは，夜間その他特定の時間又は時期にお

いて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行う。

（授業科目等）

第１８条 研究科の授業科目，単位数は別表３のとおりとする。ただし，同表に掲げる授業科目のほか，教授会

の議を経て特別に授業科目を開設することがある。

２ 研究科における研究指導については，別に定める。

（副専攻）

第１９条 岡山大学大学院学則第７条第２項の規定に基づき，研究科に副専攻コースを開設する。

２ 副専攻コースに関し必要な事項は，別に定める。

（指導教員）

第２０条 授業科目の履修の指導及び研究指導を行うため，各学生ごとに指導教員を定める。

２ 博士後期課程の指導教員は，正指導教員１人及び副指導教員２人とする。

３ 指導教員の変更は認めない。ただし，特別の事情があるものに限り，許可することがある。

（履修方法）

第２１条 博士前期課程の学生は，別表３に掲げる授業科目を，その履修方法に従い，３０単位以上を履修し，

かつ，必要な研究指導を受けなければならない。

２ 博士後期課程の学生は，別表３に掲げる授業科目をその履修方法に従い，１２単位以上を履修し，かつ必要

な研究指導を受けなければならない。

３ 学生は，履修しようとする授業科目につき，所定の履修届を指定した期限内に研究科長に提出しなければな

らない。

４ 前項の期限内に履修届を提出しない者は，履修を認めない。ただし，特別の事情がある場合には，当該授業

科目の担当教員の承認を受けたものについて履修を認めることがある。

５ 学生は，別表３に掲げる授業科目のほか，本学大学院の他の研究科の授業科目を指導教員の指導を受けて履

修することができる。

（単位修得の認定）

第２２条 各授業科目の単位修得の認定は，試験又は研究報告により担当教員が行うものとする。

２ 前項の規定にかかわらず，特別研究及び演習の授業科目については，平素の成績により単位の修得を認定す

ることができる。

３ 本学大学院の他の研究科又は他大学の大学院で修得した単位は，博士前期課程は１０単位を，博士後期課程

は４単位を限度として当該大学院等の発行した単位修得証明書に基づき認定することができる。

（追試験）

第２３条 病気その他やむを得ない事由により，正規の試験を受けることができなかった者については，追試験

を行うことができる。

（単位の計算方法）

第２４条 各授業科目の単位の計算は，次の基準による。

一 講義については，１５時間の授業をもって１単位とする。

二 演習については，１５時間又は３０時間の授業をもって１単位とする。

２ 一の授業科目について講義及び演習の二の方法の併用により行う場合の単位数の計算は，前項各号に規定す

る基準を考慮して別に定める。

３ 前項の規定にかかわらず，学修の成果を考慮して単位を授与することが適当と認めるときは，必要な学修等

を考慮して単位数を定める。

（成績の評価）

第２５条 各授業科目の成績の評価は，Ａ＋，Ａ，Ｂ，Ｃ及びＦとし，Ａ＋，Ａ，Ｂ及びＣを合格，Ｆを不合格

とする。ただし，必要と認める場合は，Ａ＋，Ａ，Ｂ及びＣの評価に代えて，修了又は認定とすることがで

きる。

（成績評価基準等の明示等）

第２６条 研究科は，学生に対して，授業及び研究指導の方法及び内容並びに１年間の授業及び研究指導の計画

をあらかじめ明示する。

２ 研究科は，学修の成果及び学位論文に係る評価並びに修了の認定に当たっては，客観性及び厳格性を確保す

るため，学生に対してその基準をあらかじめ明示するとともに，当該基準にしたがって適切に行う。

（他大学の大学院の授業科目の履修）

第２７条 他大学の大学院（外国の大学院又はこれに相当する高等教育機関等（以下「外国の大学院等」とい

う。）を含む。）の授業科目を履修しようとするときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願

い出るものとし，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。



（入学前の既修得単位）

第２８条 学生が大学院に入学する前に本学又は他大学院において履修した授業科目について，修得した単位の

認定を受けようとするときは，所定の様式により研究科長に願い出て認定を受けるものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（他大学の大学院等の研究指導）

第２９条 学生が，他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）又は研究所等において研究指導を受けようとす

るときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願い出るものとし，当該大学の大学院又は研究所

等との協議に基づき，許可することがある。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（学位論文の提出及び最終試験）

第３０条 学位論文（修士の学位の授与を受けようとする者にあっては，特定の課題についての研究の成果を含

む。以下この条において同じ。）は，岡山大学学位規則（平成１６年岡大規則第１号）の定めるところによ

り，指導教員の承認を受けて指定の期限までに提出するものとする。

２ 提出期限に遅れた学位論文は，受け付けない。

３ 学位論文の審査及び最終試験の実施に関しては，別に定める。

（課程の修了要件）

第３１条 博士前期課程の修了要件は，博士前期課程に２年以上在学し，第２１条第１項に定める履修と研究指

導を受けた上，当該課程の目的に応じ，修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験

に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については１年以上在学

すれば足りるものとする。

２ 博士後期課程の修了要件は，博士後期課程に３年以上在学し，第２１条第２項に定める履修と研究指導を受

けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業

績を上げた者については１年（２年未満の在学期間をもって修士課程又は前期２年の博士課程を修了した者

にあっては，当該在学期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。

３ 前２項の課程修了の認定は，教授会が行う。

（学位の授与）

第３２条 博士前期課程を修了した者には，修士の学位を授与する。

２ 博士後期課程を修了した者には，博士の学位を授与する。

３ 修士及び博士の学位に付記する専攻分野の名称は，下表のとおりとする。

学 位 専 攻 名 学位に付記する専攻分野

修 士 社会基盤環境学 環境学又は学術

生命環境学 環境学又は学術

資源循環学 環境学又は学術

生物資源科学 農学又は学術

生物生産科学 農学又は学術

博 士 環境科学 環境学又は学術

農生命科学 農学又は学術

（転入学及び転研究科）

第３３条 他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）に在学する者で研究科に転入学又は本学大学院の他の研

究科に在学する者で，研究科に転研究科を志願する者があるときは，研究科長に願い出るものとし，教授会

の議に基づき，許可するものとする。

２ 研究科に在学する学生が，他大学の大学院に転入学又は本学大学院の他の研究科に転研究科を志願するとき

は，研究科長に願い出て，その許可を得なければならない。

３ 前２項の取扱いについては，別に定める。

（転専攻）

第３４条 研究科に在学する学生が，現に所属する専攻から研究科の他の専攻に転専攻を志願するときは，研究

科長に願い出るものとし，教授会の議に基づき，許可するものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。



（再入学）

第３５条 研究科を退学した者が，再入学しようとするときは，研究科長に願い出るものとし，教授会の議に基

づき，許可するものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（留学）

第３６条 外国の大学院等へ留学しようとするときは，所定の様式により指導教員を経て，研究科長に願い出る

ものとし，当該大学院等との協議に基づき，許可するものとする。

２ 前項の取扱いについては，別に定める。

（科目等履修生）

第３７条 本学大学院の学生以外の者で，科目等履修生として研究科の授業科目の履修を志願する者があるとき

は，選考のうえ，入学を許可するものとする。

２ 科目等履修生の取扱いについては，別に定める。

（特別聴講学生）

第３８条 他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の学生で，特別聴講学生として研究科の授業科目の履修

を志願する者があるときは，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。

２ 特別聴講学生の取扱いについては，別に定める。

（研究生）

第３９条 研究科において特定の事項について研究を志願する者があるときは，指導予定教員の承認を得たもの

について，選考のうえ，入学を許可するものとする。

２ 研究生の取扱いについては，別に定める。

（特別研究学生）

第４０条 他大学の大学院（外国の大学院等を含む。）の学生で，研究科の特別研究学生として研究指導を受け

ることを志願する者があるときは，当該大学との協議に基づき，許可するものとする。

２ 特別研究学生の取扱いについては，別に定める。

(雑則）

第４１条 この規程の定めるもののほか必要な事項は，教授会の議を経て研究科長が定める。

附 則

１ この規程は，平成２４年４月１日から施行する。

別表１ 別表２

専 攻 専 攻 講 座

社会基盤環境学 都市環境創成学

生命環境学 農村環境創成学

資源循環学 環境生態学

環境科学

生物資源科学 人間生態学

生物生産科学 循環型社会形成学

物質エネルギー学

生物機能化学

植物ストレス科学

農生命科学

植物機能開発学

動物機能開発学



別表３

博士前期課程
（１）社会基盤環境学専攻

単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必 修 選 択

都市環境計画学 １・２ ２
景観文化論 １・２ ２
歴史環境分析学 １・２ ２
流域動態解析 １・２ ２
水工環境設計学 １・２ ２
地盤環境施工学 １・２ ２
環境移動現象論 １・２ ２
環境構造振動論 １・２ ２
環境振動エネルギー工学 １・２ ２
地域経済学 １・２ ２
都市経済学 １・２ ２
雑草生態学 １・２ ２
水生動物生態学 １・２ ２
土壌圏管理学 １・２ ２
農地環境整備学 １・２ ２
地形情報管理学 １・２ ２
農村環境気象学 １・２ ２
潅漑排水学 １・２ ２
流域水文学 １・２ ２
環境水文学 １・２ ２
地域環境システム工学 １・２ ２
環境施設管理学 １・２ ２
地域環境経済学 １・２ ２
持続的農村システム学 １・２ ２
国際開発と環境問題 １・２ ２
地域景観地理学 １・２ ２
都市環境計画学演習 １・２ ２
地域文化風景学演習 １・２ ２
陸水循環評価学演習 １・２ ２
水域環境設計学演習 １・２ ２
地盤環境設計学演習 １・２ ２
応用計算力学演習 １・２ ２
環境振動エネルギー学演習 １・２ ２
植生管理学演習 １・２ ２
水生動物学演習 １・２ ２
土壌圏管理学演習 １・２ ２
生産基盤管理学演習 １・２ ２
地形情報管理学演習 １・２ ２
農村環境水利学演習 １・２ ２
流域水文学演習 １・２ ２
環境施設設計学演習 １・２ ２
環境施設管理学演習 １・２ ２
地域環境経済学演習 １・２ ２
国際農村環境学演習 １・２ ２
地域景観地理学演習 １・２ ２
環境学学外実習 １・２ ２
環境危機伝達学 １・２ ２
核燃料循環システム概論 １・２ ２
環境と人間活動：低炭素社会の構築に向けて １・２ ２
循環型社会マネジメント学 １・２ ２
ＥＳＤ実践論 １・２ ２
プロジェクト実習１（学内） １・２ １
プロジェクト実習２（地域） １・２ １
プロジェクト実習３（国際） １・２ ２
特別研究 １～２ １０
社会基盤環境学概論 １ ２

履修方法
１ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の専攻及び他の研究科の授業科目を含む ）。

を修得すること。
２ 定められた必修科目（社会基盤環境学概論２単位及び特別研究10単位）を履修すること。
３ ベトナム特別コースに係る学生にあっては，この表に掲げる授業科目のほか （６）ベトナム特別コー，

ス（各専攻に共通）に掲げる授業科目を含むものとする。



（２）生命環境学専攻

単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必 修 選 択

緑地生態学 １・２ ２
樹木機能生理学 １・２ ２
土壌環境学 １・２ ２
森林生態学 １・２ ２
森林管理学 １・２ ２
水系生物多様性保全学 １・２ ２
個体群生態学 １・２ ２
応用昆虫学 １・２ ２
農環境計測学 １・２ ２
農環境制御学 １・２ ２
食料生産流通システム学 １・２ ２
食料情報処理解析学 １・２ ２
資源経済学 １・２ ２
地域資源計画学 １・２ ２
環境数理解析学 １・２ ２
力学系理論 １・２ ２
現象数理解析学 １・２ ２
偏微分方程式 １・２ ２
数値環境モデル学 １・２ ２
地球環境数理学 １・２ ２
大規模線形計算論 １・２ ２
偏微分方程式の数値解析 １・２ ２
環境・保健モデルとシミュレーション １・２ ２
実験数理学 １・２ ２
統計学・情報科学 １・２ ２
環境影響調査論 １・２ ２
環境データ解析学 １・２ ２
情報幾何学 １・２ ２
医学統計学 １・２ ２
環境統計科学 １・２ ２
多変量解析学 １・２ ２
環境情報統計学 １・２ ２
疫学 １・２ ２
環境保健学 ２ ２
国際保健学 ２ ２
保健政策・管理学 ２ ２
産業保健学 ２ ２
健康科学概論 ２ ２
緑地生態学演習 １・２ ２
土壌環境管理学演習 １・２ ２
森林生態学演習 １・２ ２
水系保全学演習 １・２ ２
昆虫生態学演習 １・２ ２
進化生態学演習 １・２ ２
生物生産システム工学演習 １・２ ２
資源管理学演習 １・２ ２
食料生産システム管理学演習 １・２ ２
環境数理解析学演習 １・２ ２
環境モデル解析学演習 １・２ ２
応用数値解析学演習 １・２ ２
環境・保健モデル数理学演習 １・２ ２
環境統計学演習 １・２ ２
環境調査実験解析学演習 １・２ ２
環境疫学演習 １・２ ２
国際保健学演習 １・２ ２
環境学学外実習 １・２ ２
環境危機伝達学 １・２ ２
核燃料循環システム概論 １・２ ２
環境と人間活動：低炭素社会の構築に向けて １・２ ２
循環型社会マネジメント学 １・２ ２
ＥＳＤ実践論 １・２ ２
プロジェクト実習１（学内） １・２ １
プロジェクト実習２（地域） １・２ １
プロジェクト実習３（国際） １・２ ２
特別研究 １～２ １０
生命環境学概論 １ ２

履修方法
１ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の専攻及び他の研究科の授業科目を含む ）。

を修得すること。
２ 定められた必修科目（生命環境学概論２単位及び特別研究10単位）を履修すること。
３ ベトナム特別コースに係る学生にあっては，この表に掲げる授業科目のほか （６）ベトナム特別コー，

ス（各専攻に共通）に掲げる授業科目を含むものとする。



（３）資源循環学専攻

単 位 数
授業科目の名称 配当年次

必 修 選 択

廃棄物工学 １・２ ２
水処理工学 １・２ ２
水環境学 １・２ ２
資源環境制御工学 １・２ ２
空間構造設計学 １・２ ２
地下水環境学 １・２ ２
地盤環境システム工学 １・２ ２
大気汚染防止工学 １・２ ２
大気保全工学 １・２ ２
環境経済評価論 １・２ ２
環境政策論 １・２ ２
無機機能材料化学 １・２ ２
アモルファス材料科学 １・２ ２
環境無機材料解析学 １・２ ２
環境無機機能性材料工学 １・２ ２
先端有機化学 １・２ ２
有機機能化学 １・２ ２
環境調和高分子合成論 １・２ ２
環境調和高分子設計論 １・２ ２
拡散分離工学 １・２ ２
環境プロセス工学 １・２ ２
環境化学反応操作論 １・２ ２
エネルギー資源循環工学 １・２ ２
廃棄物マネジメント学演習 １・２ ２
環境安全学演習 １・２ ２
環境.計測制御学演習 １・２ ２
環境創成材料学演習 １・２ ２
地圏環境評価学演習 １・２ ２
気圏環境評価学演習 １・２ ２
循環型社会計画学演習 １・２ ２
セラミックス材料学演習 １・２ ２
無機機能材料化学演習 １・２ ２
有機機能材料学演習 １・２ ２
環境高分子材料学演習 １・２ ２
環境プロセス工学演習 １・２ ２
環境反応工学演習 １・２ ２
環境学学外実習 １・２ ２
環境危機伝達学 １・２ ２
核燃料循環システム概論 １・２ ２
環境と人間活動：低炭素社会の構築に向けて １・２ ２
循環型社会マネジメント学 １・２ ２
ＥＳＤ実践論 １・２ ２
プロジェクト実習１（学内） １・２ １
プロジェクト実習２（地域） １・２ １
プロジェクト実習３（国際） １・２ ２
特別研究 １～２ １０
資源循環学概論 １ ２

履修方法
１ 指導教員の指導により，演習２単位を含め30単位以上（他の専攻及び他の研究科の授業科目含む ）。

を修得すること。
２ 定められた必修科目（資源循環学概論２単位及び特別研究10単位）を履修すること。
３ ベトナム特別コースに係る学生にあっては，この表に掲げる授業科目のほか （６）ベトナム特別コー，

ス（各専攻に共通）に掲げる授業科目を含むものとする。



（４）生物資源科学専攻

科 単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次 目

群 必 修 選 択

生理活性反応化学 １・２ ２
生体物質化学 １・２ ２
有用酵素遺伝子開発学 １・２ Ａ ２
食品機能化学 １・２ ２
微生物機能開発学特論 １・２ ２

植物分子細胞遺伝学 １・２ ２
植物モデル遺伝育種学 １・２ ２
植物多様性遺伝学 １・２ ２
植物ゲノム解析学 １・２ ２
植物ストレス学 １・２ Ｂ ２
植物細胞分子生化学 １・２ ２
植物－微生物／昆虫相互作用 １・２ ２
環境応答生理学 １・２ ２
植物気象生態学 １・２ ２
植物遺伝学および生物ストレス学 １・２ ２
資源植物学ラボマニュアル １・２ ２

天然物有機化学演習 １～２ ４
生理活性化学演習 １～２ ４
糖鎖機能化学演習 １～２ ４
微生物遺伝子化学演習 １～２ ４
食品生物化学演習 １～２ ４
生物情報化学演習 １～２ ４
微生物機能学演習 １～２ ４
細胞核機能解析学演習 １～２ ４
作物ゲノム育種学演習 １～２ ４
植物ゲノム解析学演習 １～２ ４
植物多様性解析学演習 １～２ ４
植物ストレス制御学演習 １～２ ４
植物成長制御学演習 １～２ ４
植物分子生理学演習 １～２ ４
植物細胞分子生化学演習 １～２ ４
植物遺伝子解析学演習 １～２ ４
情報伝達機構解析学演習 １～２ ４
植物保護学演習 １～２ ４
ウイルス分子生物学演習 １～２ ４
植物 昆虫相互作用学演習 １～２ ４-
環境適応発現学演習 １～２ ４
生物資源科学特論Ⅰ １・２ １
生物資源科学特論Ⅱ １・２ １

１・２ １Technical Presentation in English
バイオ特許入門 １・２ ２
生物資源科学学外特別研修 １・２ １
環境危機伝達学 １・２ ２
核燃料循環システム概論 １・２ ２
環境と人間活動：低炭素社会の構築に １・２ ２
向けて
循環型社会マネジメント学 １・２ ２
ＥＳＤ実践論 １・２ ２
プロジェクト実習１（学内） １・２ １
プロジェクト実習２（地域） １・２ １
プロジェクト実習３（国際） １・２ ２
生物資源科学特別研究 １～２ １０
生物資源科学概論 １ ２

履修方法
１ 指導教員の指導により，演習４単位を含め30単位以上（他の専攻及び他の研究科の授業科目を含む ）。
を修得すること。

２ 定められた必修科目（生物資源科学概論２単位及び生物資源科学特別研究10単位）のほか，科目群 ，A
のうち，専攻が指定する科目群から６単位以上を選択必修すること。B

３ ベトナム特別コースに係る学生にあっては，この表に掲げる授業科目のほか （６）ベトナム特別コー，
ス（各専攻に共通）に掲げる授業科目を含むものとし，科目群からの選択必修については， ， の科目A B
群とは別に専攻が指定する授業科目で代えることができる。



（５）生物生産科学専攻

科 単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次 目

群 必 修 選 択

植物微生物相互作用論 １・２ ２
植物医科学特論 １・２ ２
植物遺伝育種学特論 １・２ ２
生物間相互作用解析学 １・２ ２
農産物生理学特論 １・２ Ａ ２
植物生産開発学 １・２ ２
果樹園芸学特論 １・２ ２
蔬菜園芸学特論 １・２ ２
作物開花調節学特論 １・２ ２
作物機能調節学 １・２ ２

動物生殖生理学 １・２ ２
動物発生工学 １・２ ２
動物生理機能学特論 １・２ ２
家畜育種学特論 １・２ Ｂ ２
動物遺伝学特論 １・２ ２
動物栄養学特論 １・２ ２
畜産食品科学特論 １・２ ２

遺伝子工学演習 １～２ ４
資源細胞工学演習 １～２ ４
植物病理学演習 １～２ ４
植物遺伝育種学演習 １～２ ４
農産物利用学演習 １～２ ４
農産物生理学演習 １～２ ４
作物生産技術学演習 １～２ ４
果樹園芸学演習 １～２ ４
野菜園芸学演習 １～２ ４
果実発育制御学演習 １～２ ４
作物開花制御学演習 １～２ ４
作物学演習 １～２ ４
動物生殖生理学演習 １～２ ４
動物生殖細胞工学演習 １～２ ４
動物生理学演習 １～２ ４
動物遺伝育種学演習 １～２ ４
動物遺伝学演習 １～２ ４
動物栄養学演習 １～２ ４
畜産食品機能学演習 １～２ ４
生物生産科学特論Ⅰ １・２ １
生物生産科学特論Ⅱ １・２ １

１・２ １Technical Presentation in English
生物生産科学学外特別研修 １・２ １
環境危機伝達学 １・２ ２
核燃料循環システム概論 １・２ ２
環境と人間活動：低炭素社会の構築に １・２ ２
向けて
循環型社会マネジメント学 １・２ ２
ＥＳＤ実践論 １・２ ２
プロジェクト実習１（学内） １・２ １
プロジェクト実習２（地域） １・２ １
プロジェクト実習３（国際） １・２ ２
生物生産科学特別研究 １～２ １０
生物生産科学概論 １ ２

履修方法
１ 指導教員の指導により，演習４単位を含め30単位以上（他の専攻及び他の研究科の授業科目を含む ）。
を修得すること。

A B２ 定められた必修科目（生物生産科学概論２単位及び生物生産科学特別研究10単位）のほか科目群 ，
のうち，専攻が指定する科目群から６単位以上を選択必修すること。

３ ベトナム特別コースに係る学生にあっては，この表に掲げる授業科目のほか （６）ベトナム特別コー，
ス（各専攻に共通）に掲げる授業科目を含むものとし，科目群からの選択必修については， ， の科目群A B
とは別に専攻が指定する授業科目で代えることができる。



（６）ベトナム特別コース（各専攻に共通）

授業科目の名称 単位数

森林生態学 ２
土壌環境学 ２
灌漑システム学 ２
農業環境統計学 ２
地域計画・資源管理学 ２
環境水文学 ２
環境水理学 ２
エネルギー資源循環学 ２
養殖管理生態学 ２
廃棄物処理学 ２
家畜飼養学 ２
動物繁殖制御学 ２
作物生産開発学 ２
総合的病害虫管理学 ２
植物遺伝育種学 ２
園芸生産学 ２



博士後期課程
（１）環境科学専攻

単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必 修 選 択

都市交通計画学 １･２･３ ２
風景論 １･２･３ ２
町づくり論 １･２･３ ２
水循環評価学 １･２･３ ２
数値水理学 １･２･３ ２
応用地盤環境工学 １･２･３ ２
環境移動現象解析特論 １･２･３ ２
振動環境設計学 １･２･３ ２
振動エネルギー設計学 １･２･３ ２
雑草機能管理学 １･２･３ ２
水生動物管理学 １･２･３ ２
土壌圏機能学 １･２･３ ２
農地環境保全学 １･２･３ ２
農地環境整備学 １･２･３ ２
地形情報管理学特論 １･２･３ ２
生物環境水利学 １･２･３ ２
地水環境制御学 １･２･３ ２
水循環解析学 １･２･３ ２
流域環境水文学 １･２･３ ２
地盤環境解析学 １･２･３ ２
地域環境経済学特論 １･２･３ ２
持続的農村システム特論 １･２･３ ２
国際開発・環境問題特論 １･２･３ ２
地域景観地理学特論 １･２･３ ２
廃棄物管理学特論 １･２･３ ２
応用植物生態学 １･２･３ ２
樹木生理学 １･２･３ ２
森林土壌管理学 １･２･３ ２
生態系保全学 １･２･３ ２
森林立地学 １･２･３ ２
水系生物多様性解析学 １･２･３ ２
進化生態学 １･２･３ ２
昆虫生態学 １･２･３ ２
生物生産システム工学 １･２･３ ２
生物生産情報工学 １･２･３ ２
資源・環境管理学 １･２･３ ２
地域資源管理学 １･２･３ ２
食料システム管理学 １･２･３ ２
食料情報システム学 １･２･３ ２
応用数理解析学 １･２･３ ２
動態数理解析学 １･２･３ ２
数理環境モデル学 １･２･３ ２
最適化法特論 １･２･３ ２
環境・保健モデル数理学 １･２･３ ２
環境データ分析 １･２･３ ２
環境データ解析システム学 １･２･３ ２
環境統計解析学 １･２･３ ２
多変量解析学特論 １･２･３ ２
環境リスクマネジメント学 １･２･３ ２
グローバルヘルス学 １･２･３ ２
環境保健政策学 １･２･３ ２
廃棄物工学特論 １･２･３ ２
廃棄物計画学特論 １･２･３ ２
水処理工学特論 １･２･３ ２
水圏環境評価学 １･２･３ ２
資源環境制御学 １･２･３ ２
構造材料循環学 １･２･３ ２
地盤環境評価学 １･２･３ ２
地圏環境学 １･２･３ ２
気候変動基礎 １･２･３ ２
気圏環境学 １･２･３ ２
循環型社会システム論 １･２･３ ２
無機材料化学 １･２･３ ２
計算材料科学 １･２･３ ２
環境無機材料設計学 １･２･３ ２
環境無機材料機能学 １･２･３ ２



有機機能分子合成論 １･２･３ ２
有機機能分子設計論 １･２･３ ２
省エネルギー精密重合論 １･２･３ ２
環境調和高分子高次構造論 １･２･３ ２
環境プロセス論 １･２･３ ２
分離プロセス論 １･２･３ ２
環境化学反応最適操作論 １･２･３ ２
エネルギー資源変換触媒学 １･２･３ ２
地盤環境予測学特論 １･２･３ ２
都市環境計画学演習 １･２･３ ２
地域文化風景学演習 １･２･３ ２
陸水循環評価学演習 １･２･３ ２
水域環境設計学演習 １･２･３ ２
地盤環境設計学演習 １･２･３ ２
応用計算力学演習 １･２･３ ２
環境振動エネルギー学演習 １･２･３ ２
植生管理学演習 １･２･３ ２
水生動物学演習 １･２･３ ２
土壌圏管理学演習 １･２･３ ２
生産基盤管理学演習 １･２･３ ２
地形情報管理学演習 １･２･３ ２
農村環境水利学演習 １･２･３ ２
流域水文学演習 １･２･３ ２
環境施設設計学演習 １･２･３ ２
地域環境経済学演習 １･２･３ ２
国際農村環境学演習 １･２･３ ２
地域景観地理学演習 １･２･３ ２
緑地生態学演習 １･２･３ ２
土壌環境管理学演習 １･２･３ ２
森林生態学演習 １･２･３ ２
水系保全学演習 １･２･３ ２
昆虫生態学演習 １･２･３ ２
進化生態学演習 １･２･３ ２
生物生産システム工学演習 １･２･３ ２
資源管理学演習 １･２･３ ２
食料生産システム管理学演習 １･２･３ ２
環境数理解析学演習 １･２･３ ２
環境モデル解析学演習 １･２･３ ２
応用数値解析学演習 １･２･３ ２
環境・保健モデル数理学演習 １･２･３ ２
環境統計学演習 １･２･３ ２
環境調査実験解析学演習 １･２･３ ２
環境疫学演習 １･２･３ ２
国際保健学演習 １･２･３ ２
廃棄物マネジメント学演習 １･２･３ ２
環境安全学演習 １･２･３ ２
環境計測制御学演習 １･２･３ ２
環境創成材料学演習 １･２･３ ２
地圏環境評価学演習 １･２･３ ２
気圏環境評価学演習 １･２･３ ２
循環型社会計画学演習 １･２･３ ２
セラミックス材料学演習 １･２･３ ２
無機機能材料化学演習 １･２･３ ２
有機機能材料学演習 １･２･３ ２
環境高分子材料学演習 １･２･３ ２
環境プロセス工学演習 １･２･３ ２
環境反応工学演習 １･２･３ ２
持続可能社会マネジメント学 １･２･３ ２
環境学実習・インターンシップ １･２･３ ２
環境科学特論 １ ２

指導教員の指導により，環境科学特論２単位及び演習２単位を含め12単位を修得すること。



（２）農生命科学専攻

単 位 数
授 業 科 目 の 名 称 配当年次

必 修 選 択

天然物応用化学特論 １･２･３ ２
応用生理活性化学 １･２･３ ２
生物活性化学 １･２･３ ２
天然物解析化学 １･２･３ ２
生理活性高分子化学 １･２･３ ２
微生物遺伝子化学特論 １･２･３ ２
応用酵素開発学 １･２･３ ２
食品生理化学特論 １･２･３ ２
食品栄養化学 １･２･３ ２
生体情報化学特論 １･２･３ ２
極限環境微生物機能学 １･２･３ ２
微生物機能利用学 １･２･３ ２
植物微生物相互作用学 １･２･３ ２
生物相互作用分子遺伝学 １･２･３ ２
植物適応進化学 １･２･３ ２
生物相関機構論 １･２･３ ２
植物感染機構学 １･２･３ ２
分子植物病理学特論 １･２･３ ２
植物遺伝育種学特論 １･２･３ ２
青果物保蔵生理学 １･２･３ ２
農産物代謝機構学 １･２･３ ２
植物生産技術学 １･２･３ ２
果樹生産開発学 １･２･３ ２
野菜生産開発学 １･２･３ ２
野菜種苗生産学 １･２･３ ２
果実成熟生理学 １･２･３ ２
開花制御学 １･２･３ ２
開花生理学 １･２･３ ２
作物形態機能学 １･２･３ ２
作物発育制御学 １･２･３ ２
動物生殖内分泌学特論 １･２･３ ２
動物繁殖生理学特論 １･２･３ ２
動物繁殖制御学 １･２･３ ２
家禽免疫生理学 １･２･３ ２
動物生体機能学 １･２･３ ２
応用細胞生理学 １･２･３ ２
動物育種学特論 １･２･３ ２
応用動物遺伝学 １･２･３ ２
動物遺伝解析学 １･２･３ ２
動物栄養調節学 １･２･３ ２
動物栄養機能学特論 １･２･３ ２
畜産食品機能学 １･２･３ ２
細胞核機能解析学 １･２･３ ２
分子細胞遺伝解析学 １･２･３ ２
植物ゲノム制御学 １･２･３ ２
植物遺伝資源機能解析学 １･２･３ ２
植物ゲノム多様性解析学 １･２･３ ２
植物ストレス生理学 １･２･３ ２
植物成長制御学 １･２･３ ２
植物生理機能学 １･２･３ ２
植物細胞分子機能学 １･２･３ ２
生体高分子機能学 １･２･３ ２
植物生理遺伝学 １･２･３ ２
植物情報統御解析学 １･２･３ ２
農薬作用解析学特論 １･２･３ ２
発展ｳｲﾙｽ分子生物学 １･２･３ ２
植物－昆虫相互作用学特論 １･２･３ ２
環境適応生物学 １･２･３ ２
作物微細気象学 １･２･３ ２
天然物有機化学演習 １･２･３ ２
生理活性化学演習 １･２･３ ２
糖鎖機能化学演習 １･２･３ ２
微生物遺伝子化学演習 １･２･３ ２
食品生物化学演習 １･２･３ ２
生物情報化学演習 １･２･３ ２
微生物機能学演習 １･２･３ ２
遺伝子工学演習 １･２･３ ２
資源細胞工学演習 １･２･３ ２



植物病理学演習 １･２･３ ２
植物遺伝育種学演習 １･２･３ ２
農産物利用学演習 １･２･３ ２
農産物生理学演習 １･２･３ ２
作物生産技術学演習 １･２･３ ２
果樹園芸学演習 １･２･３ ２
野菜園芸学演習 １･２･３ ２
果実発育制御学演習 １･２･３ ２
作物開花制御学演習 １･２･３ ２
作物学演習 １･２･３ ２
動物生殖生理学演習 １･２･３ ２
動物生殖細胞工学演習 １･２･３ ２
動物生理学演習 １･２･３ ２
動物遺伝育種学演習 １･２･３ ２
動物遺伝学演習 １･２･３ ２
動物栄養学演習 １･２･３ ２
畜産食品機能学演習 １･２･３ ２
細胞核機能解析学演習 １･２･３ ２
作物ゲノム育種学演習 １･２･３ ２
植物ゲノム解析学演習 １･２･３ ２
植物多様性解析学演習 １･２･３ ２
植物ｽﾄﾚｽ制御学演習 １･２･３ ２
植物成長制御学演習 １･２･３ ２
植物分子生理学演習 １･２･３ ２
植物細胞分子生化学演習 １･２･３ ２
植物遺伝子解析学演習 １･２･３ ２
情報伝達機構解析学演習 １･２･３ ２
植物保護学演習 １･２･３ ２
ｳｲﾙｽ分子生物学演習 １･２･３ ２
植物－昆虫相互作用学演習 １･２･３ ２
環境適応発現学演習 １･２･３ ２
持続可能社会マネジメント学 １･２･３ ２
環境学実習・インターンシップ １･２･３ ２
農生命科学特論 １ ２

指導教員の指導により，農生命科学特論２単位及び演習２単位を含め12単位を修得すること。
なお，12単位のうち他専攻の講義４単位を修得することができる。


	02：環境生命科学研究科規程（本文，別表１から別表２）
	03：環境生命科学研究科規程（別表３）

